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というものである． 

また，有限次元の線形空間�� においてよく知られている不等式の一つに，次のヘルダーの不等式と呼ばれ

るものがある． 

 

定理（ヘルダーの不等式） 
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というものであるが，ミンコフスキーの不等式は，このヘルダーの不等式と密接な関係にある 1)2)． 

 

2. ミンコフスキーの不等式 
 

 まず，ヘルダーの不等式を用いて次の不等式が成り立つことを示す． 
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あらまし 

よく知られている結果として，ミンコフスキーの不等式と呼ばれるものがある.これは，三角不等式を一般化した

ものである．この論文ではミンコフスキーの不等式を，ヘルダーの不等式を用いて証明することを目標とする. 

 
Abstract 

As a well-known result, we give the Minkowski inequality. This is a generalized triangle inequality. The purpose of this 
paper is to present a proof by means of the Hölder inequality. 
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1. はじめに 

 

 直観的なイメージでは，図形における三角不等式や，次の実内積空間における 

 

定理（三角不等式） 
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の拡張概念となっているミンコフスキーの不等式について紹介する． 
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（証明終） 

 

3. 積分におけるミンコフスキーの不等式 

 

 この章では，積分におけるミンコフスキーの不等式について述べる 3)． 

 領域� � ��	の可測関数�� � � �		 に対して，その�	次ノルムを 
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と定義する．これが有限であるときに�	は�	乗可積分であると言われる．これについては，以下のことが知られ

ている． 
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定理 2.2（ミンコフスキーの不等式） 
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定理 3.1 

� � �	 のとき，領域�	上の�	乗可積分関数 		��� � ���	 	に対して，和� � �	は�	上の可積分関数であり，
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(証明) 略． 
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